
○稲 田議 長 傍 聴の 皆 様にお 伝え いた します 。先 ほどか ら私 語、

ある いは スマー トフ ォ ンを操 作さ れて るよう に見 受けら れる 場面

がご ざい ました 。お 手 元に既 に傍 聴に お越し の皆 様へと いう 注意

書き が配 付して ある か と思い ます 。こ ちらに 従っ て傍聴 くだ さい。

拍手 等の 行為も 禁止 さ れてお りま すの で、あ らか じめお 伝え して

おきます。

では、次に、松田議員。

〔松田議員質問席へ〕

○松 田議 員 会 派よ な ご・未 来、 松田 真哉で す。 代表質 問に 関連

し、質問をいたします。

ま ず、 米子駅 南北 自 由通路 、こ の事 業につ いて 質問を いた しま

す。 南北 自由通 路の 投 資効果 につ いて 質問を いた します 。伊 木市

長の 政策 の目玉 であ っ た、肝 煎り 事業 でもあ り、 伊木市 長１ 期目

の市 長選 挙の大 きな 争 点でも あっ た南 北自由 通路 が昨年 開通 いた

しま した 。もち ろん 橋 が架か って 終わ り、で きて 終わり では あり

ませ ん。 これか らが 本 番、こ れか らが スター トで す。中 長期 的な

スパ ンを 持って 投資 し たお金 をい かに 回収し てい くのか 、そ れが

大事になってくる、そう思います。

改 めて 、米子 駅南 北 自由通 路事 業の 中身を 見て みると 、自 由通

路工 事が ３０億 円、 駅 南広場 の工 事が ３億 5,０ ０ ０ 万 円 、 測 量 や

設 計 費 が ３ 億 円 、 そ し てＪＲ など への 補償金 や用 地費が ３９ 億 5,

０ ０ ０ 万 円 、 合 計 ７ ６ 億 円 。 つ ま り 市 民の皆 様の 税金か ら７ ６億

円を 投じ たとい うこ と です。 さら に、 これか ら予 定して いる 米子

駅北 広場 の整備 や市 道 米子駅 目久 美町 線の工 事を 合わせ れば ９０

億円近くになります、９０億円。



市 長も 、６０ 年に 一 度の大 事業 と述 べられ てい るよう に、 近年

の事 業の 中では 投じ る お金、 税金 は群 を抜い てい ます。 平成 ２８

年か ら令 和元年 に行 わ れた米 子市 クリ ーンセ ンタ ー、河 崎の 可燃

ごみ 処理 施設で すが 、 の長寿 命化 のた めの基 幹的 改良工 事が 総額

約３ ５億 円とい うこ と ですか ら、 その 倍以上 とな る米子 駅南 北自

由通 路の ７６億 円が ど れだけ 大き な投 資であ るか 分かる と思 いま

す。

約 ７６ 億円を かけ た 投資、 大事 業で 、これ から どのよ うな 効果

が生 まれ るのか 、市 民 がどの よう な成 果を実 感で きるの か、 市長

も、 この 議場で もメ デ ィアで も、 自由 通路が 完成 して終 わり では

ない 、架 けて終 わり で はない 、こ れか らが始 まり だ。再 三述 べら

れて いる 。投資 をし た からに は、 当然 その投 資額 に見合 った 効果

を獲得していかなければならない。

そ こで 伺いま す。 米 子駅南 北自 由通 路の投 資効 果、駅 周辺 の土

地価 格の 上昇や 企業 進 出など 、ど のよ うな効 果を 見込ん でい るの

か、目指しているのか伺います。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 詳 細に つ いては 部長 のほ うから 後ほ ど答弁 させ てい

ただ きま すが、 まず 、 その御 質問 の前 提とし て、 松田議 員、 先ほ

ど公 共工 事を回 収す る フェー ズに 入る ってい うよ うなお 話が ござ

いま した けども 、公 共 工事の 場合 は民 間投資 と違 いまし て、 回収

とい う概 念では なく て 、便益 、つ まり ベネフ ィッ トです ね、 Ｂバ

イＣ のＢ 、ベネ フィ ッ トによ る投 資効 果、こ れを 狙いな がら やっ

てい くも のでご ざい ま すので 、金 銭的 な回収 とい う概念 、民 間投

資と は違 うとい うと こ ろは私 のほ うか らまず 申し 上げて おき たい



というふうに思います。

そ の上 で、こ の南 北 自由通 路に つき まして は、 今まさ に歩 いて

楽し いま ちづく りと 、 大きく はそ うい うふう に総 称しま して 、駅

周辺 ある いは公 共交 通 の利便 性向 上、 様々な 政策 と組み 合わ せな

がら 、そ の投資 効果 の 最大化 を図 ろう という ふう にして いる とこ

ろで ござ います が、 御 質問に つき まし ては、 部長 のほう から 詳細

答弁させていただきます。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 どの程 度の 土地 価格の 上昇 及び企 業進 出が

ある かと いうこ との 御 質問で ござ いま すが、 米子 駅南北 自由 通路

の整 備に よる駅 周辺 の 土地価 格の 上昇 や企業 進出 につい ては 、数

値目 標は 設定は して は おりま せん が、 米子駅 南北 自由通 路の 開通

を契 機と いたし まし て 、駅周 辺の 社会 基盤の 整備 を実施 する こと

で民 間事 業者の 進出 を 促し、 駅周 辺の にぎわ いの 創出に つな げて

いきたいと考えております。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員

由通 路に よる固 定資 産 税の増 加に つい ては具 体的 な増加 見込 額は

示さ れま せんで した 。 代表質 問で もあ ったよ うに 、伊木 市長 は、

１期 目の 市長選 前の 市 民団体 との 意見 交換会 の中 で、南 北自 由通

路整 備に おける 投資 効 果とし て、 北側 で１億 円、 南側で １億 円、

合計 ２億 円の固 定資 産 税の収 入の 増加 を見込 んで いると 訴え てお

られ まし た。そ して 、 同じ時 期の 市長 選前の チラ シ、市 政Ｑ ＆Ａ

にお いて も、最 近多 く 寄せら れる 質問 につい て伊 木隆司 がお 答え

しま すと して、 ６０ 億 円の予 算、 この 時点で はま だ６０ 億円 でし



た。 ６０ 億円が かか る と聞き まし たが 、採算 が合 うので すか との

問い に対 し、こ の事 業 に伴っ て発 生す る固定 資産 税収入 の増 加が

年２ 億円 と見込 まれ て いる。 十分 に採 算が合 う事 業と答 えら れて

いま した 。２億 円の 固 定資産 税増 加に ついて はイ メージ 湧き にく

いと 思い ますが 、例 え ば米子 市の 場合 、床面 積が ７００ 平米 程度

の鉄 骨造 りの２ 階建 て の事務 所で 年間 大体１ ００ 万円の 固定 資産

税収 入に なる。 大き さ として どう かっ ていう と、 旧ハロ ーワ ーク、

今の 博労 町庁舎 より 一 回り小 さい ぐら い、ほ かに 例えれ ば、 中規

模程度の金融機関の店舗がそのような形の大きさです。

単 純に 考える と、 南 側に１ 億円 の税 収が上 がる には、 床面 積が

７０ ０平 米程度 の鉄 骨 ２階建 ての 建物 が１０ ０棟 建つと いう 計算

にな るん です、 １億 円 を見込 むに は。 米子市 全体 の家屋 、建 物の

固定 資産 税の金 額が 、 令和４ 年度 で約 ４３億 円で すから 、２ 億円

という数字がいかに大きいかが分かると思います。

改 めて 伺いま すが 、 ２億円 の固 定資 産税収 入が 増加す る見 通し

とな りま したか 、企 業 誘致、 民間 投資 のめど が立 ったん でし ょう

か伺います。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ れは 先 ほど代 表質 問の 答弁で 申し 上げま した とお

り、 当時 、これ まだ 私 が市長 にな る前 の話で ござ います 。市 長選

に当 たり まして 、私 は 当然こ の米 子駅 南北自 由通 路、こ のが いな

ロー ドの 整備と いう も のを訴 えた わけ ですが 、あ る候補 者は 、こ

れは 無駄 である とい う ことを 一生 懸命 言って おら れまし た。 それ

に対 して 私が無 駄で な いとい うこ とを 話をす るた めに、 正確 に言

いま すと 、本市 の負 担 額、こ れは 公共 工事で ござ います ので 、国



の負 担額 や、あ るい は 県の負 担額 、今 回につ いて はある わけ でご

ざい ます けれど も、 そ れを除 いた 本市 の負担 額、 結果的 に十 数億

であ った わけで ござ い ますけ れど も、 それに 対す る増収 効果 とい

うも のも 十分図 られ る のでは ない かと いうと ころ で話を した もの

でご ざい まして 、代 表 質問の 答弁 でい たしま した ように 、そ のロ

ジック自体には今でも妥当だというふうに思っております。

た だし 、正確 に幾 ら という こと につ いては 、ど こまで を囲 うか

とい うこ とにも よっ て きます し、 今ま さに駅 の南 側では 、例 えば

ＪＲ 敷地 で企業 誘致 、 新たな 入札 案件 が発生 する など、 様々 な動

きが 起き てきて おり ま す。こ れら をど の程度 、時 期も含 めて 、ス

パン も含 めてで すね 、 拾って いく のか 、これ にも よりま すけ ども、

直後 すぐ に出る とい う ことは 決し て言 ってお りま せんの で、 その

辺り はそ ういっ た前 後 の関係 とい うも のを含 みお きいた だき たい

というふうに思います。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 確 認で 、 ２億円 とい う数 字、こ れは 確度を 持っ て見

込ま れる と言っ てお ら れまし たけ れど も、そ れは 間違い ない です

よね。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ れ何 度 も先ほ どか ら言 ってる とお り、当 時、 これ

を無 駄だ 無駄だ と言 っ ている 候補 者が いらっ しゃ いまし たの で、

そう では ないと いう こ とを言 うた めに 私が例 とし て申し 上げ たも

ので ござ います 。し た がいま して 、そ のとき 申し 上げた ロジ ック

とい うも のは今 でも 妥 当だと いう ふう に思っ てお ります が、 これ

を正 確に 集計す るた め にはど の範 囲、 それか らど れぐら いの 時期、



いろ いろ と前提 があ る わけで ござ いま すので 、そ れを広 く囲 うの

か、 どう 囲うの か、 そ れによ って 数字 は変わ って くるわ けで すか

ら、そこで正確に申し上げることはできません。

た だし 、何度 も申 し 上げた とお り、 当時、 無駄 である とい う意

見に 対す る反論 とし て 申し上 げた ロジ ックは 今で も正し いと いう

ふうに思っております。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 ち ょっ と こだわ りま すけ ど、２ 億円 、数字 、将 来見

込ま れる かどう か分 か らない けれ ども 、その 辺り は２億 円程 度は

見込 まれ ると言 って お られま した けれ ども、 それ はあま り確 度が

ないイメージで２億円という数字を言っておられたんですか。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ れ何 度 も繰り 返し 答弁 してお りま すけれ ども 、固

定資 産税 も当然 あり ま すし、 それ から 先ほど 代表 質問の 答弁 させ

てい ただ いたの は、 例 えば駅 のお 店、 売店が 非常 に今売 上げ も好

調で ある という こと を 考えま すと 、税 収効果 とい うもの は、 固定

資産 税は もちろ んで す けれど も、 それ から法 人税 収等も 含め て、

十分 上が ってく るの で はない かと いう ことは 言え るんで はな いか

とい うふ うに思 って お ります 。し たが いまし て、 当時、 市長 にな

る前 の当 時です ね、 申 し上げ たこ と、 これは あく まで、 無駄 だと

言っ てき ている こと に 対する 反論 とい うふう に言 って私 は何 度も

答弁 して るんで すけ ど も、そ のこ とに ついて は私 は妥当 であ った

というふうに思っております。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 妥 当で あ ったと いう こと ですけ れど も、市 長に なら



れる 前、 当時と いい ま すけれ ども 、で も、市 長は やはり 民間 の御

出身 で、 税理士 であ っ て、発 言さ れる 具体的 な数 字には 大変 重み

があ ると 思うん です 。 私は、 市長 が固 定資産 税収 入２億 円見 込ま

れる 、明 るい投 資後 の 期待を 持っ て市 長に投 票さ れた方 、大 変多

いと 思う んです 。あ ま りにも 、今 の答 弁を伺 うと 、当時 ２億 円と

言っ たこ とは、 はっ き り楽観 的な 数字 だった よう な形の 言わ れ方

ですけども、それは無責任ではないですか、いかがですか。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 そ の論 で いきま すと 、当 時、無 駄だ と言っ た人 、今

あの 南北 自由通 路が で きて、 がい なロ ードが でき て、様 々な 効果

が生 まれ てきて おり ま す。明 るい 米子 の未来 に希 望を持 つ方 もい

らっ しゃ います 。そ う いった 方に つい て、無 駄だ と言っ た人 はど

う反論するのか、それが聞きたいところでございます。

○稲 田議 長 傍 聴の 皆 様に申 し上 げま す。会 議中 は静粛 にお 願い

します。静粛にお願いします。

松田議員。

○松 田議 員 無 駄だ と 言った 人が どう 反論す るの か、ち ょっ と何

か、答弁、別の質問でもうちょっと聞きますね。

で は、 私はや はり 、 でも、 税理 士だ った市 長が 言われ る数 字っ

てい うの は大変 重い と 思いま すけ ども 、では 、中 長期的 なス パン

で考 えて いる固 定資 産 税の伸 びと か、 市長が 狙っ ている 投資 効果

につ いて 、もう 少し 分 かりや すい よう に、投 資効 果を見 込ま ない

まま 通路 事業に 着手 さ れたわ けで はな いでし ょう から、 説明 して

いただけませんでしょうか。

○稲田議長 八幡総合政策部長。



○八 幡総 合政策 部長 投資効 果の 話が 先ほど から されて おり ます

けど も、 まず、 基本 的 なこと を申 し上 げます と、 まちづ くり につ

きま して は、例 えば こ のハー ド事 業と か、そ うい う根本 的な 計画

とい いま すのは 、都 市 計画の マス ター プラン です とか、 先ほ ど、

昨年 策定 いたし まし た 立地適 正化 計画 などが あり ます。 その スパ

ンと いう のは、 基本 的 には大 体２ ０年 ぐらい を目 途に、 そう いう

期間 を目 途にい ろい ろ 物事を 進め てい るわけ でご ざいま す。 それ

で、 私ど も様々 な形 で 、自由 通路 もそ うです けど も、そ れに 併せ

ると ころ で、御 承知 の ように 、い わゆ るウォ ーカ ブル事 業を 推進

して いる わけで ござ い ます。 令和 ３年 度から やっ てるわ けで ござ

いま すけ ども、 それ に つきま して も、 国の事 業で すから 、元 にな

るの は令 和元年 度だ っ たと。 その 令和 元年度 あた りの状 況を 今か

ら振 り返 ってみ ると 、 人口が 減少 する 中で右 肩下 がりの 、ど うし

ても やっ ぱり、 こと を 想定せ ざる を得 ません でし た。で すか ら、

目標 値に つきま して も 、通行 量に つい ても現 状を 維持で すと か、

お店 につ いても 、こ れ は以前 、松 田議 員のほ うか ら１件 とい う目

標は あま りにも 少な い じゃな いか とい う御指 摘伺 いまし たが 、そ

れは 実際 に私も 実体 験 として 何度 も言 ってま すん で、こ れは １店

って こと はない なと 思 ってる んで すけ ども、 そう いう状 況で した。

た だ、 これが 今実 際 にでき て、 自由 通路が でき て、そ れで 今こ

の皆 さん の肌感 覚と し て、じ ゃあ 駅前 がどう かと いう話 をい ろい

ろ聞 きま すけど も、 や はり物 すご く期 待感を 持っ て、市 長が 先ほ

ど答 弁さ せてい ただ い たよう に、 見て いただ いて ます。 です から、

その こと が今後 、い わ ゆる私 ども がに ぎわい の創 出とい うも のを

目指 して おりま すの は 、当然 その 中に は具体 的な 目標数 値は あり



ませ んが 、固定 資産 税 の増と か税 収の 増って いう のは含 まれ てる

わけ です 。ただ 、そ の 目標数 値の 設定 が、や っぱ り税っ てい うの

は景 気の 動向と か、 こ れも以 前答 弁で お答え しま したけ ども 、社

会経 済情 勢によ って 変 動しま すか ら、 非常に それ は、あ と評 価替

えと か、 もうそ うい う 技術的 な要 素も ありま すん で、ち ょっ とや

っぱ り難 しいの かな と いうふ うに は思 います けど も、確 実に 、要

は私 ども が現時 点で は 期待で きる とい う効果 とい うのは これ から

生じてくるものだというふうに考えているところでございます。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 納 得な か なかで きま せん けど、 ちょ っと別 の質 問し

ます。

米 子駅 を交通 結節 点 として 強化 する とも述 べら れてい ます 。具

体的にはどういう機能強化を目指されてるんでしょうか。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 米子駅 を交 通結 節点と して 強化す るに 当た

って の構 想でご ざい ま すけど も、 これ も市長 のほ うが述 べて おり

ます けど も、ま ず、 本 市が進 める 、車 中心か ら公 共交通 と歩 行者

中心 への 空間へ と転 換 する、 歩い て楽 しいま ちづ くりの 実現 に向

けま して 、この 米子 駅 の交通 結節 点と しての 強化 は必要 不可 欠。

これは皆さんそう思われていると思います。

そ れで 、この 米子 駅 南北自 由通 路の 開通に より まして 、駅 への

アク セス が、こ れも 御 承知の こと かと 思いま すけ ども、 駅の 南側

から も可 能にな った ほ か、新 たに 高速 バス事 業者 が駅南 広場 を利

用し 発着 するよ うに も なりま した 。今 後は米 子駅 の交通 結節 点と

して のさ らなる 機能 強 化を図 りた いと いうふ うに 考えて おり まし



て、 駅北 広場に つき ま しては 歩車 道の 段差解 消で すとか 、歩 行者

動線 の改 善を行 いま し て、誰 もが 安心 して利 用し やすい 施設 と再

整備 、そ ういう こと を 予定し てい ると ころで ござ います 。駅 の交

通結 節点 は強化 して い くと、 そう いう 今申し 上げ た事業 によ って

強化 して いきた いと 、 そうい うふ うに 考えて ると ころで ござ いま

す。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 す みま せ ん、ち ょっ と確 認で。 駅利 用者に つい ての

目標値、もう一回教えていただけますか。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 駅の目 標値 のお 尋ねで ござ います けど も、

この 社会 資本総 合整 備 計画に おい て定 めてい る成 果目標 値と いた

しま して 、米子 駅南 北 自由通 路の 開通 により 、駅 利用者 数１ 日当

たり 7,１ ０ ０ 人 か ら 7,９ ０ ０ 人 に 増 加 さ せ る 設 定 と し て お り ます。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 令 和７ 年 に 7,９ ０ ０ 人 で す 。 令 和 ４ 年 が 5,５ ２ ６ 人

と い う こ と で す か ら 、 今 か ら 2,４ ０ ０ 人 は 増 や さ な い と い け な い。

交 通結 節点を 強化 す るので あれ ば、 ＪＲの 便数 や米子 駅の 発着

の路線バスの便数を増やすことは目指されないんでしょうか。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 まず、 ＪＲ さん の便数 につ きまし ては 、そ

れは 基本 的には ＪＲ さ んのほ うで 考え ていた だく という こと にな

るか と思 います けど も 、やは り今 回の 自由通 路に つきま して は、

それ とあ と、に ぎわ い の創出 につ きま しては 、Ｊ Ｒさん と一 緒に

４者 協議 という のを 設 けてお りま して 、その 中で もやは りい ろい



ろな意見を交わしてるところでございます。

ま た、 バスに つき ま しては 、現 在、 やはり 先ほ どから 申し 上げ

てお りま すよう に、 車 社会か ら公 共交 通への 転換 という こと を考

えて おり まして 、私 ど もとい たし まし ては、 それ に基づ いて 現在

見直 しを してる とこ ろ でござ いま すが 、これ も昨 日答弁 させ てい

ただ きま したけ ども 、 現在、 バス を取 り巻く 環境 という のは 、運

転手 さん の不足 です と か、２ ０４ ０の 課題等 があ りまし て、 非常

に厳 しい 状況で あり ま す。た だ、 その 中でも 、申 し上げ まし たよ

うに やっ ぱり結 節点 と いう機 能の 強化 という のは 目指し てい きた

いというふうに考えているところでございます。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 や はり 交 通結節 点と いう からに は、 ある程 度Ｊ Ｒの

便数 など も増や して い く、そ うい う努 力がな いと 結果が 出な いと

思われても仕方がないんじゃないかと思います。

さ らに 、駅周 辺の 活 性化、 にぎ わい 創出に つい ても何 度も 言及

され てお り、期 待し て る市民 も多 い、 先ほど もお っしゃ って おら

れま した 。もっ とイ メ ージで きる よう に、具 体的 に歩行 者数 がど

の程 度増 えるん でし ょ うか、 新た な店 舗が何 店舗 出展を 目指 すん

でし ょう か。特 に南 口 のエリ アが どの ように 変わ ること を狙 って

いるのか、市民の方に分かるように御説明いただきたい。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 まず最 初に 、言 われた 目標 値につ いて は、

現在 、都 市再整 備計 画 におき まし ては 、歩行 者数 は現状 維持 、新

規の 店舗 につい ては １ 件以上 とい うこ とで、 これ は大体 、令 和元

年度 ぐら いの状 況を ベ ースに 検討 して いるも ので して、 現に 、じ



ゃあ 実際 今がど うな の かとい えば 、既 にクリ アは してる と思 いま

すの で、 その辺 りに つ いては 今後 、次 期の様 々な 事業の 中で 見直

しをする必要があるのかなというふうに思っております。

続 きま して、 南口 に ついて の姿 のお 尋ねで ござ います けど も、

駅周 辺の にぎわ いの 創 出につ きま して は、先 ほど から申 し上 げて

ます よう に、要 は公 共 交通と 歩行 者中 心の空 間へ と転換 する とい

うの が目 指して いる と ころで ござ いま す。具 体的 には、 都市 再生

整備 計画 、先ほ どか ら お話し して いま すけど も、 ウォー カブ ル推

進事 業に 取り組 んで い るとこ ろで ござ いまし て、 特に駅 南側 では、

市道 米子 駅目久 美町 線 の整備 、あ とは 目久美 公園 の再整 備、 それ

と新 しく 新体育 館へ の 動線整 備な どの 環境整 備に 取り組 み、 民間

投資 を促 すこと によ っ てにぎ わい につ なげて いき たいと いう ふう

に考えております。以上です。

○稲田議長 松田議員。

○松田議員 すみません、出店の目標をもう一回。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 この計 画に おい て定め てい る目標 値で ござ

いま すけ ども、 先ほ ど もちょ っと お話 ししま した けども 、駅 前通

りを 行き 交う歩 行者 数 を、こ れは ずっ と減少 傾向 になっ てお りま

した んで 、そこ を下 げ 止まり にす るこ と。そ れと 、計画 区域 内と

いう のは 、これ は駅 の 北も含 みま すけ ども、 新し い商業 店舗 の新

規出 店数 を１店 以上 と いうふ うに して おりま すが 、私も １店 以上、

実際 行き ました んで 、 もうこ れは 既に クリア して るのか なと いう

ふうに考えております。

○稲田議長 松田議員。



○松 田議 員 改 めて 整 理する と、 駅前 通りの 歩行 者数が 現状 維持、

現状 維持 ですよ ね、 商 業店舗 の出 店は １店舗 、１ 店舗ね 。７ ６億

円も かけ て、関 連含 め ば９０ 億円 かけ るのに 、１ 店舗の 計画 の目

標っ てい うのは やは り 低過ぎ るん じゃ ないか なと 思うん です けど、

市長、いかがですか。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 今、私 が申 し上 げた数 字と いうの は、 駅の

自由 通路 云々の 話で は なくて 、基 本的 に今、 駅周 辺でや って おり

ます 都市 再生整 備事 業 計画の 目標 数値 でござ いま す。そ こは 誤解

のな いよ うにお 願い し たいと 思い ます し、何 度も 先ほど 申し 上げ

まし たよ うに、 やっ ぱ りこの まち づく りの投 資効 果とい うの は、

市長 も申 し上げ まし た けども 、す ぐす ぐ成果 が出 るとい うも ので

はな いと いうふ うに 思 ってお りま す。 なぜな らば 、だか らこ そ全

国的 に都 市計画 マス タ ープラ ン及 び立 地適正 化計 画にお いて も、

最低 ２０ 年ぐら いの ス パンを 見て 計画 は定め るわ けでご ざい ます。

た だ、 じゃあ 全く 効 果がな い計 画は どうな んだ という こと があ

るか もし れませ んの で 、それ につ きま しては 、私 どもが 基本 的に

は、 この たびも そう で すけど も、 ５年 程度で ある 程度そ れを ロー

リン グし ていく 、見 直 してい くと いう ような 考え を持っ てお りま

すの で、 これか らや っ ぱりそ うい うに ぎわい の創 出が出 るこ とを

私ど もも 期待し てお り ますし 、そ れと 肝腎な のは 、今後 どう いう

施策 を打 ってい くの か という のが 重要 なこと だと いうふ うに 思っ

てま して 、その 準備 に つきま して は、 既に市 長、 副市長 のほ うか

ら指 示を 受けて おり ま して、 次期 のい わゆる 具体 的なも のに つい

て現在検討をさせていただいてるところでございます。



○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 ま ず、 近 いとこ ろで 目標 で何年 スパ ンでと か、 目標

の計 画の 達成時 期、 目 標の時 期と いう のはあ ると 思うん です けど、

それはいつ頃をまず目指しておられますか。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 繰り返 しに なり ますけ ども 、まず 、令 和３

年度 につ くりま した 都 市再整 備計 画、 これが 駅周 辺のウ ォー カブ

ルで すけ ども、 この 目 標数値 は、 先ほ どから 申し 上げて おり ます

よう に、 歩行者 数に つ いては 現状 維持 、それ で新 規出店 につ いて

は１ 店舗 という ふう に なって ます 。こ の再生 整備 計画が 令和 ３年

度か ら令 和８年 度、 こ れが期 間で ござ います ので 、です から 、ま

ずは その 計画期 間で そ の目標 値を 、今 現在を 立て させて いた だい

ているということです。以上です。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 そ っか ら 先はど うい う形 で進め てい くんで しょ うか。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 これも 先ほ どお 答えさ せて いただ きま した

けど も、 既にあ る程 度 のめど は立 って きてお りま すし、 市長 も申

し上 げま したけ ども 、 やはり 駅の にぎ わいと いう のは、 これ は皆

さん の肌 感覚で も分 か ってら っし ゃる かと思 いま すけど も、 かな

り出てきたかと思います。

た だ、 今後は 、今 の 現状を ベー スに 、やは り歩 いて楽 しい まち

づく りを 進める ため の 、もう 少し 広い 観点で のも のにつ いて 早急

に検討するようにという指示を受けております。

た だ、 現在、 じゃ あ 、それ がど うい うもの なの かにつ きま して



は、 この 場でお 答え す るとい うま だ段 には至 って ない、 これ は御

了解いただきたいと思います。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 そ うす る と現時 点で 、通 路がで きる 前から 今現 在比

べて 、ど の程度 成果 を 自己評 価、 米子 市とし ては されて おら れま

すか。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 自由通 路が でき る前と の比 較とい うこ とで

ござ いま す、評 価と い うこと でご ざい ます。 米子 駅南北 自由 通路

は、 米子 駅周辺 の利 便 性を向 上さ せ、 まち構 造を 大きく 変化 させ

たと 実感 してい ると こ ろでご ざい ます 。自由 通路 内から の眺 望や

地域 の特 徴を生 かし た 様々な デザ イン などに より 、自由 通路 その

もの が市 民や観 光客 に 親しま れる 空間 として 利用 されて いる とこ

ろで ござ います 。米 子 駅にお ける ＪＲ 利用者 数や シャミ ネの 売上

げに つい ても、 ＪＲ か らは好 調で ある という こと で伺っ てお ると

ころでございます。以上です。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 先 ほど も 肌感覚 で、 駅が 、南北 通路 ができ て、 市民

の方 かな り変わ った と 感じて おら れる という お話 を聞き まし たけ

れど も、 なかな か私 の 元には そう いう 声は届 いて ないの が現 状な

んで すね 。先ほ どま ち 構造が 大き く変 わった とい う答弁 があ りま

した けれ ども、 それ は あまり にも 自己 評価が 甘い んじゃ ない かな

と思 うん です。 市民 の 方は、 まだ 大き く変わ った 、駅の 南北 通路

がで きて 、南側 がど ん どんど んど ん違 う姿に なっ ていっ て、 駅に

行く 頻度 も増え てい っ たね、 そう いう ふうに 思っ ておら れる 方は



まだまだ少ないと思いますよ、私はね。

ち ょっ ともう 一回 、 市長に 、し つこ いです けど 、聞き たい 。固

定資 産税 ２億円 とい う ことで 、先 ほど 質問の 中で は、市 長選 のと

きに 別の 候補者 で駅 の 事業が 無駄 だ無 駄だと 言う ので、 それ に対

して ロジ ックと して 言 われた 。そ の当 時は２ 億円 の固定 資産 税収

入が 見込 まれる と、 税 理士さ んで すか ら、確 度を 持って 、そ のと

きは公約として考えておられたんですよね、いかがですか。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ れは も う繰り 返し にな ってお りま す。あ くま でそ

の反 対さ れる方 に対 す る私の 反論 とし て申し 上げ たもの でご ざい

ます 。じ ゃあ、 実際 ど れぐら いの 税収 が上が るか 、これ は前 提の

置き 方に よって 変わ っ てくる と思 いま す。当 時置 いた前 提は 、そ

れは それ で一つ の前 提 だった と思 って おりま す。 したが いま して、

あく まで ロジッ クは 私 は妥当 であ ると いうこ とを 申し上 げて るの

はそ のこ とでご ざい ま す。前 提の 置き 方によ って 数字は 変わ るわ

けで ござ います ので 、 今回そ の南 北自 由通路 、が いなロ ード を完

成さ せた ことに よっ て 、今後 増え る税 収のは かり 方、こ れも 前提

の置 き方 によっ て変 わ ってま いり ます 。した がっ て、あ くま でロ

ジッ クが 妥当で あっ た という こと が私 は大事 だと いうふ うに 思っ

ております。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 私 やっ ぱ りなか なか 理解 が悪く て。 私何回 もあ の配

信さ れて る動画 を見 て 、市長 は自 信を 持って ２億 円増え ます とお

っし ゃっ ておら れる ん ですね 。こ うい う市政 Ｑ＆ Ａとい う紙 を作

って 、配 って、 それ を 市民見 て、 それ で市長 に投 票して いる んで



すよ 。や はり今 ロジ ッ クだか らと か、 それは あま りにも 無責 任だ

と思いますよ、私は。

ち ょっ と聞き ます け ど、改 めて 、市 長の中 では 、南エ リア がど

のよ うな 開発が 進ん だ り、ど のよ うな 景色に なれ ば南北 自由 通路

の成果があった、しっかり出たと判断されますか。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 あ くま で 南エリ ア、 南口 を開い たと いうこ とが まず

第一 でご ざいま すけ れ ども、 それ によ りまし て、 特に米 子市 内の

南部 エリ アから の駅 へ のアク セス とい うもの がこ れから 改善 され

るわ けで ござい ます け れども 、こ れも やはり 使っ た方か ら順 次、

南口 便利 だねと いう 声 はいた だい てお ります が、 まだま だ浸 透し

てる とは 思って おり ま せん。 やは り南 口だけ では なくて 、今 まさ

に目 久美 町線整 備を し ており ます けど も、道 路で すとか 、あ るい

は歩 行動 線など など 、 この辺 りも しっ かりと 整備 をかけ てい くこ

とが重要だというふうに思っております。

そ れと 、例え ば東 山 に米子 アリ ーナ を造る 予定 で今動 いて いる

わけ でご ざいま すけ れ ども、 南口 から 米子ア リー ナまで 、こ の歩

行者 動線 として 約 1.４ キ ロ か ら 1.５ キ ロ 、 こ れ は 十 分 歩 け る 距 離

で も ある わけで ござ い ます。 そう する と、そ うし たとこ ろを 東山

公園 エリ アを使 われ る 方が、 例え ば東 山公園 駅だ けでな く、 米子

駅の 南口 から出 て、 人 の流れ が仮 にで きてく るよ うにな れば 、よ

り一 層そ の辺り の開 発 という もの に一 つの誘 引に なって いく ので

はないかと思っております。

こ れは 市長選 に出 馬 する前 から ずっ と言っ てる ことな んで すけ

ども 、鳥 取駅だ とか 松 江駅だ とか 、過 去に、 もう 昭和の 後半 です



ね、 高架 だとか 、そ う いった 形で 南北 、駅の 結節 点の改 善と いう

こと をや ったと ころ も 、当初 はし ばら く南口 の開 発って いう のは

行わ れな かった と聞 い ており ます 。だ から、 やは りこれ はあ る程

度時 間を かけて 効果 と いうも のは 出て くるん だろ うなと いう のは、

これ は既 に先行 して 実 施した 鳥取 市や 松江市 の事 例など から 見て

私は その ように 思っ て おりま す。 した がいま して 、駅の 南口 がで

きた 効果 をすぐ に出 る もんだ とい うふ うに思 って らっし ゃる 方も

中に はい らっし ゃる と 思いま すけ れど も、そ こま でさす がに 即時

効果 が出 るよう なも の ではな く、 ある 程度息 の長 いこれ は事 業で

ある とい うこと は、 投 資効果 を得 るに はです ね、 事業だ とい うこ

とはぜひ御理解をいただきたいところだと思っております。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 私 やっ ぱ りこの 質問 をさ せてい ただ くに当 たっ て、

本当 に何 回も見 させ て いただ いて 、あ の動画 で言 っとら れた こと

をで すね 。本当 に自 信 を持っ て税 収が 上がる って 言っと られ たん

で、 私、 今回も うち ょ っと期 待し てた んです ね。 本当に 税収 が上

がる ロジ ックが ある ん だなと 思い なが ら、そ れが しっか りこ こで

明言 して いただ ける の かなと 思っ てま したけ れど も、な かな かち

ょっと私の期待とは違ってたかなと思います。

駅 の通 路がで きて 、 税収も 上が らな い、土 地の 価格も 上が らな

い、 歩行 者数も なか な か増え ない 、南 側の景 色も なかな か変 わら

ない ので は、や はり 事 業の成 果は あま りなか った んじゃ ない かな、

そういうふうに市民の方は思われると思います。

こ れか らどう なっ て いくの かっ てい うのを 市民 の方は 注目 して

いま す。 大きな 税金 を 投じて して いっ た事業 です から、 中長 期的



のプ ラン を持っ て、 し っかり 結果 が出 るよう に仕 事をし てい ただ

きた い。 引き続 きこ の 駅の投 資効 果に ついて は、 短期的 に出 なき

ゃな らな いとこ ろも あ ると思 いま すし 、なか なか 景色が 変わ らな

いのであれば、引き続き今後以降も追及をしていきます。

次 の質 問に入 りま す 。公共 施設 マネ ジメン ト、 公共建 築物 の総

量抑 制に ついて 質問 を いたし ます 。米 子市の 財政 見通し で示 され

てい るよ うに、 生産 人 口が減 り税 収が 減少し て、 少子高 齢化 の進

展に より 扶助費 、つ ま り社会 全体 で支 えるた めの お金が 増え るこ

とが 見込 まれて いま す 。その 反面 、公 共施設 の維 持に回 せる 費用

が残 念な がら減 って い き、公 共施 設の 総量、 つま り延べ 床面 積を

減らしていくことは避けられないと考えます。

本 市で も公共 施設 の 総量抑 制に 向け た計画 が策 定され てい ます

が、 改め てその 背景 や 目的お 聞か せく ださい 。ま た、学 校施 設も

総量抑制の対象となっているか伺います。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 公 共 施設等 総合 管理 計画の 策定 の背景 と目 的と

いう こと をまず はと い うこと でご ざい ますけ れど も、背 景に つき

まし ては 、先ほ ど議 員 おっし ゃら れま したよ うに 、高度 成長 期を

中心 に様 々な公 共建 築 物の建 設と イン フラ施 設の 整備が 進め られ

てき てお りまし たけ れ ども、 人口 減少 、少子 高齢 化など の影 響に

より まし て、今 後、 公 共施設 等の 老朽 化対策 が大 きな課 題と なる

こと が見 込まれ るこ と から、 平成 ２６ 年に国 から 計画策 定の 要請

があったものでございます。

そ れと 目的で ござ い ますけ れど も、 この計 画は 、本市 が保 有し

ます 公共 施設等 の全 体 の状況 を把 握し まして 、長 期的な 視点 を持



って 長寿 命化、 更新 、 統廃合 を計 画的 に行う こと により まし て財

政負 担を 軽減、 平準 化 すると とも に、 公共施 設等 の最適 な配 置を

実現 し、 時代に 即し た まちづ くり を推 進する こと を目的 とし てお

ります。

そ れと もう一 つ、 学 校施設 が対 象と なるの かと いうこ とで ござ

いま すけ れども 、こ の 計画に おき まし ては、 一部 の更新 費用 が不

要な 施設 などを 除き ま して、 総量 抑制 の対象 とし ており ます 。学

校施 設も 例外で はな く 、今後 の老 朽化 対策を 効果 的に進 めて いく

必要があると考えております。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 ち ょっ と 確認で すけ ど、 国の要 請で つくっ たみ たい

な答 弁が 先ほど あっ た んです けれ ども 、私は 人口 減少も なっ てい

って 、財 政も厳 しく な るから 、や はり 主体的 に計 画を、 この 公共

施設 を削 減して いか な ければ なら ない という 観点 から策 定し たと

思ってるんですけど、それは違いますか。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 先 ほ ども申 しま した ように 、高 度成長 期で すね、

その 頃に 非常に 大き な インフ ラ整 備を 集中的 にや ってお りま す。

です ので 、そう いっ た ことは 米子 市に 限らず 、全 国的な 状況 でご

ざい まし たので 、そ こ ら辺を 総務 省の ほうが その ピーク です とか、

そう いっ たもの をし っ かりと 見極 めて 、持続 可能 な自治 体運 営を

する 必要 がある とい う ことで 、も とも とは総 務省 のほう から そう

いっ たよ うな要 請が あ ったも ので ござ います けれ ども、 その 当時

から も米 子市に おき ま しても いろ いろ な長寿 命化 ですと か、 大規

模改 修と いうの はや っ ており まし たけ れども 、ど ちらか とい うと



長期 のス パンと いう 形 ではな くて 、割 と短期 的に 手直し をや って

いく とい うよう なこ と をやっ てお りま したの で、 そこに 長期 的な

視点 も踏 まえて この た び、こ のた びと いいま すか 、これ を受 けま

して この ような 計画 を 策定を して 進め ていき たい という こと で、

国と 我々 市のほ うの ベ クトル が合 った といっ た形 になっ てお ると

いうことでございます。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 ち ょっ と なかな か民 間と 行政の 考え 方が違 うの かも

しれ ませ んけど 、行 政 でもや はり 計画 という のが 、目標 があ れば、

それ は達 成する とい う ことは 当然 です よね、 それ を目指 すっ てい

うことは、いかがですか。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 米 子 市でも 様々 な計 画をつ くっ ており ます ので、

もち ろん それが 未来 永 劫その 目標 でよ いとい うこ とでは ござ いま

せん ので 、適切 な時 期 にロー リン グを しなが ら、 見直し なが ら、

それ を達 成に向 けて 努 力をし てい く、 積み重 ねて いくっ てい うこ

とが重要であるというふうに考えております。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 伺 いま す が、計 画の 具体 的な目 標は どう策 定さ れて

ありますか。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 総 合 管理計 画に つき まして は、 ４０年 で２ ０％

を削減するというのを一つの目標にしております。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 そ れで は 、公共 施設 総合 管理計 画の 計画の 達成 状況、



延べ 床面 積削減 の達 成 状況は 今ど のよ うな形 にな ってお りま すか。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 計 画 の達成 状況 とい うこと でご ざいま すけ れど

も、 令和 ８年、 これ を 策定を した 年度 でござ いま すけど も、 すみ

ませ ん、 令和２ ８年 度 に策定 しま して 、それ から １０年 間で ……。

○稲田議長 令和２８年度……。

○下 関総 務部長 す み ません 、平 成２ ８年度 から という こと でご

ざい ます 。平成 ２８ 年 度から の１ ０年 間で延 べ床 面積の ５％ を削

減す ると いうこ とを 一 つの目 標に して おりま す。 令和５ 年３ 月３

１日 現在 の進捗 状況 、 これに つき まし ては、 平成 ２７年 度末 の時

点と 比べ まして 、床 面 積が削 減率 1.７ ７ ％ 、 削 減 面 積 が 8,５ ０ ０

平方メートルということになっております。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 先 ほど あ りまし た計 画の 目標に 対し て、計 画の ４０

年後 の目 標、令 和３ ５ 年頃で すけ れど も、こ の目 標が延 べ床 面積

の２ ０％ を削減 とい う ことで す。 これ どれだ けの 数字か とい うと、

令和 ５年 ３月末 に比 べ ると８ 万 7,７ ９ ６ 平 米 、 約 ２ 万 7,０ ０ ０ 坪

を 削 減 し て い か な い と い け な い。 これ がどれ ぐら いの大 きさ とい

うと 、例 えば本 庁舎 ７ 棟分、 ふれ あい の里で あれ ば１１ 棟分 、令

和４ 年に 完成し た小 学 校、啓 成小 学校 で例え れば １７棟 分を 削減

して いか ないと いけ な いんで す。 これ だけの 延べ 床面積 を見 直さ

なけ れば 将来的 に公 共 施設の 維持 が難 しいの では ないか とい うこ

とです。

全 体で は 1.７ ％ 床 面 積 は 減 っ て い ま す け れ ど も 、市役 所庁 舎な

どの 行政 系の施 設の 延 べ床面 積は 、博 労町庁 舎、 旧ハロ ーワ ーク



の取 得に より 4.８ ６ ％ 増 え て い ま す 。 減 る ど こ ろ か 増え てる 。こ

の辺りどういう考えですか。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 こ れ 非常に 長い スパ ンでの 計画 という こと は御

承知 のと おりだ と思 い ます。 その 長い スパン の一 つの短 いス パン

の中 では 、必要 なも の は当然 投資 をし ていっ てお ります ので 瞬間

的に 増え ること もあ り ますし 、時 には ぐっと 減っ ていく とい う場

合も あろ うかと 思い ま す。で すの で、 その短 いス パンで 一喜 一憂

をす ると いうこ とで は なしに 、や っぱ り長期 的な 視点で やっ てい

く必要がある計画だというふうに考えております。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 私 もそ う 思いま す。 ただ 、５％ とい う目標 の達 成に

向け ては 、ある 程度 現 実味が 帯び てる という か、 達成可 能な のは

そん なに 難しく ない ん じゃな いか なと 思うん です けど、 これ が１

０％ 、２ ０％っ てい っ たとき に、 本当 にでき るん だろう か。 今の

公共 施設 の管理 計画 を 見てる と、 まだ そこま で長 期的に きち んと

示さ れて ないん じゃ な いかな と思 うん です。 あわ せて、 公共 施設

の中 で学 校教育 施設 が 約４割 、市 営住 宅が約 ２割 と、全 体で 大き

な割 合を 占めて いま す 。学校 教育 施設 も市営 住宅 も長寿 命化 に向

けた 計画 はある 程度 策 定され てい るこ とを確 認し ました けれ ども、

総量 抑制 の観点 とい う のはま だ不 十分 じゃな いか なと思 うん です。

そ うす ると、 やは り 先ほど 言わ れた ように 現実 を捉え て、 将来

にツ ケを 回さな いよ う に中期 的に 、今 の計画 より もっと 踏み 込ん

で、 どの 程度、 どの 施 設を削 減す るの か、よ り具 体的に もっ と複

合化 とか 多機能 化と か 検討を して 、策 定をす る必 要があ るん じゃ



ないかなと思うんですけど、いかがでしょうか。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 詳 し い計画 をと 、具 体的な 計画 を定め るべ きじ

ゃな いか という お問 合 せでご ざい ます けれど も、 現時点 にお いて

は、 議員 おっし ゃい ま すよう に詳 細な 工程表 を定 めてい ると いう

わ け で は ご ざ い ま せ ん 。 直 近 の 目 標 と い た し ま し て は １ ０ 年 で

５％ 、こ ういっ た目 標 を持ち つつ も、 今後の 社会 情勢な どの 変化

と必 要と なる住 民サ ー ビス、 この 双方 のバラ ンス を取り つつ 進め

ていくことが重要というふうに考えております。

な おま た、先 ほど も いいま した よう に、こ うい ったよ うな 総合

管理 計画 、随時 改定 す ること とし てお りまし て、 目標値 につ きま

して も、 その時 点に お ける公 共施 設な どを取 り巻 く状況 を踏 まえ

まし て見 直すこ とも 当 然あり 得る もの と認識 をし ており まし て、

この こと につい ては 従 来から 議会 のほ うにも 御説 明をし てい ると

おりでございます。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 取 りあ え ず５％ の達 成と いうの が目 先の目 標、 計画

の目 標だ と思い ます け ど、そ れは 達成 がある 程度 確かに でき る状

況なんでしょうか。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 １ ０ 年間で とい うと ころで ござ います けれ ども、

今そ れこ そ 1.７ ７ ％ と い う と こ ろ で ご ざ い ま す け れども 、今 後、

義務 教育 学校で すと か 、そう いっ たよ うな、 これ から、 今、 今年

も市 営住 宅の廃 止と い うよう な議 案も 上程さ せて いただ いて おり

ます けれ ども、 そう い ったよ うな こと も含め まし て、こ ちら のほ



うの 一通 りの目 標っ て いいま すか 、見 通しと いう ことで あれ ば、

それ こそ 令和１ ０年 、 １１年 ぐら い、 少しそ の計 画とは ずれ るの

かも しれ ません けれ ど も、そ うい った ような とこ ろでは 削減 率と

して は５ ％を超 えて い くとい うふ うに 見込ん でお るとこ ろで ござ

います。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 私 やっ ぱ り民間 のと きも 計画を 達成 すると いう こと

には こだ わる必 要が あ ると思 って るん です。 それ は行政 でも 同じ

だと 思う んで、 先ほ ど の話の 何か 目標 につい て少 し延び る、 延び

そう だみ たいな とこ ろ ですけ ど、 そう いうス タン スでい いん でし

ょうか。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 先 ほ ども言 いま した ように 目標 は目標 とし て、

やっ ぱり それは きち ん と踏ま えて いく ってい うこ とは必 要だ ろう

と思 って おりま す。 た だ、公 共施 設と いうこ とは 、住民 の皆 様に

いろ いろ なサー ビス を 提供し てい ると いう側 面も ござい ます 。し

たが いま して、 これ を ダウン サイ ジン グして いく 、ある いは 複合

化し てい くって いう よ うなこ とに なり ますと 、そ れはし っか りと

御説 明を させて いた だ いて、 御理 解を いただ いて 進める 必要 があ

ると いう ふうに 考え て おりま すの で、 計画が ずれ るとい うこ とを

よし とす るわけ では ご ざいま せん けれ ども、 そう いった 場合 もあ

り得 るの かなと いう ふ うには 思っ てお ります 。た だ、先 ほど 言い

まし たよ うに目 標は 目 標とし て、 それ は持ち つつ 進めて いく とい

うこ とを しっか りや っ てまい りた いと いうふ うに 考えて おり ます。

○稲田議長 松田議員。



○松 田議 員 や っぱ り 私も企 業の 事業 計画と かを 見てま いり まし

たけ れど も、目 標が 近 いとこ ろに あっ てちょ っと 難しい かな とい

うこ とで あれば 、見 直 して、 どう やっ てやっ てい くかっ てい うと

ころ に持 ってい くん で 、やっ ぱり 必達 だと思 うん です。 きち んと

書面 に書 いて計 画を 市 民にも 示し てい るのに 、今 の段階 から もう

計画 達成 できま せん み たいな 、そ れは ちょっ と甘 いんじ ゃな いか

と思います。

副市長とか市長とか、どうですか。

○稲田議長 伊澤副市長。

○伊 澤副 市長 先ほ ど 総務部 長の ほう からお 答え したと おり であ

りま す。 目標は しっ か り目指 して いき たい、 これ は議員 がお っし

ゃる こと と全く 同じ で ありま す。 ただ 一方で 、こ れも先 ほど 御答

弁し たと おりで あり ま すが、 公共 イン フラ、 特に 公共施 設と いう

のは 住民 の皆さ んに 公 共サー ビス を提 供する 最大 の資源 でも あり

ます 。こ れに対 して 、 利用者 の皆 様を はじめ 市民 の皆様 にし っか

り御 理解 いただ くこ と が必要 だと いう のは、 これ は当然 のこ とで

あり ます 。これ をし っ かり両 方や って いくと いう ことが 必要 であ

ります。

公 共施 設総合 管理 計 画とい うの は、 これ以 前も 議場で お答 えし

まし たが 、ずっ と、 一 回決め たら おし まいと いう ことじ ゃな くて、

ロー リン グして いく 。 つまり 現状 が必 ずしも 計画 どおり には なら

ない こと もあり ます し 、それ から ４０ 年後を 確実 に見込 むと いう

こと はな かなか 難し ゅ うござ いま すの で、そ の状 況に応 じて ロー

リン グし ていく とい う ことが 必要 であ ります 。そ のロー リン グの

過程 の中 で、今 、議 員 が御指 摘の よう な目標 の達 成時期 、あ るい



はそ の内 容、こ うい っ たこと を見 直し ていく とい うこと をや って

いく 必要 がある だろ う という ふう に考 えてお りま す。今 具体 的に

これ をい つ、次 のロ ー リング をし てい くかっ てい うこと は決 めて

おり ませ んけど も、 当 面その １０ 年間 という 目標 が近づ いて きて

おり ます ので、 それ も 視野に 、今 後の 進め方 を考 えてみ たい と思

っております。以上です。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 ち ょっ と 私言っ たの は、 やはり たく さん計 画見 るん

です けど も、や はり 議 会に入 って みる と、計 画に 対する 考え 方が

甘い 、立 てて終 わり み たいな 形に なっ てると ころ が結構 私は 感じ

られ るん です。 です か ら、こ の計 画に ついて も指 摘させ てい ただ

きました。

次 の質 問に入 りま す けれど も、 特に また議 論が 必要だ と思 うの

は、 全体 の４割 を占 め ている 学校 の施 設の在 り方 だと思 いま す。

公共 施設 の総量 抑制 の 観点か らも 検討 は必要 なん ですけ ども 、や

はり 子ど もたち のた め にはで きる 限り 維持し てい くって いう 視点

も必 要じ ゃない かな と 思いま す。 その ために は、 地域で 複合 的に

学校 施設 を活用 して 、 コミュ ニテ ィの 拠点と して の役割 を検 討す

る時 期が 来てい ると 考 えるん です けど も、現 在は グラウ ンド と体

育館 は開 放して ある 。 まだ教 室な どは 対象外 とな ってい ます 。学

校施 設の 地域活 用は 、 今まさ に計 画を 進めて いる 美保地 区の 義務

教育学校の一つの課題ではないかなと思います。

そ こで 伺いま すが 、 学校施 設の さら なる有 効活 用や複 合化 、地

域開 放を 検討し てい く 必要が ある と思 います が、 いかが でし ょう

か。



○稲田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 学 校施 設の地 域利 用につ いて のお

尋ね でご ざいま すが 、 まず基 本と いた しまし て、 今後、 学校 教育

上支 障の ない範 囲内 に おきま して は、 学校施 設の 地域利 用に つい

て進 めて いきた いと 考 えてお りま す。 これは 代表 質問に おい て、

教育長が答弁したとおりです。

そ の上 で、先 ほど ち らっと 触れ てい ただき まし たけれ ども 、美

保地 区の 新しく 造り ま す義務 教育 学校 につき まし ては、 その 基本

構想 の中 で「地 域や 社 会と連 携・ 協働 し、と もに 創造す る共 創空

間を 持つ 」と、 こう い うこと をう たっ ており ます 。これ に基 づき

まし て、 地域開 放し や すいよ うな 施設 となる よう 、今後 、基 本設

計を進めてまいりたいと考えております。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 検 討さ れ るとい うこ とで 、やは りい ろいろ 調べ てみ

ると 、学 校施設 どう し ていく んだ って いうの は、 学校だ けの 問題

では なく て、米 子市 、 地域、 まち 全体 のとこ ろで 、いか にど うや

って ここ を活用 して い くのか とい うの が先ほ どの 総量抑 制の 観点

の計 画と もすご く連 携 という か、 つな がって いる と思う んで す。

です ので 、この 辺り は 、その 辺り の視 点も見 据え てやっ てい ただ

きたい。

や はり 削減の 話ば か りしま した けれ ども、 もち ろん言 われ るよ

うに ただ 減らせ ばい い という もの では ないと いう のは分 かり ます。

です ので 、中長 期的 に 、計画 的に 、市 民の地 域の 皆様に 説明 をし

て総 量の 抑制、 でも 、 これは やっ ぱり 避けら れな い現実 です から、

その 辺り をしっ かり 計 画的に 進め てい ただく よう にお願 いし ます。



時 間の 都合上 、質 問 は以上 で大 体終 わりま すけ れども 、今 回、

当初 、駅 の事業 につ い てはも っと ２億 円の固 定資 産税収 入に つい

てこ うや ってい くん だ という 期待 をし ていま した が、市 長の 答弁

では 、選 挙戦の 中で 一 方の候 補者 が言 ったか らロ ジック でそ れを

言っ た。 公約で はな い 、なか った みた いな認 識で すけど 、じ ゃあ、

すみ ませ ん、公 約だ っ たんで しょ うか 、いか が、 そのと きど うで

すか、２億円という数字、固定資産の、改めて。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 も う繰 り 返しに なり ます ので省 略い たしま すけ ども、

先ほ ど申 し上げ たと お りでご ざい ます 。何を 言っ ても何 か言 われ

るな とい うとこ ろで ご ざいま して 、大 変困っ ては います けど も、

先ほ ど申 し上げ たと お り、そ のと きに 、まだ 市長 になる 前の 段階

で申 し上 げたこ と。 公 約とし ては 南北 自由通 路、 これを しっ かり

とや りた いとい うこ と は申し 上げ まし たけれ ども 、その 反対 論に

対し まし て私な りに 反 対をし たと いう ところ でご ざいま す。 以上

です。

○稲田議長 松田議員。

○松 田議 員 私 は２ 億 円とい う数 字、 皆さん 期待 して入 れま した

んで、あまりにも無責任ではないかなと思います。

私 の質 問はこ こで 終 わりま すが 、引 き続き 駅の 投資効 果や 今回

でき なか った市 役所 借 地の解 消の 問題 等追及 して まいり ます ので、

よろしくお願いいたします。以上で終わります。（拍手）


